
江
戸
（
東
京
）
の
急
激

な
人
口
増
加
と
食
糧

需
要
に
応
え
る
た
め
、

開
拓
の
鍬
が
入
っ
た
武
蔵
野
地
域
。

栄
養
分
が
少
な
い
、
水
に
乏
し
い
な

ど
、
農
業
に
適
さ
な
い
土
地
で
作
物

を
育
て
る
た
め
に
始
ま
っ
た
「
落
ち

葉
堆
肥
農
法
」
は
、
こ
の
土
地
で
何

世
代
も
に
わ
た
っ
て
守
り
、
支
え
ら

れ
て
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

三
富
落
ち
葉
野
菜
研
究
グ
ル
ー
プ

　
「
落
ち
葉
堆
肥
は
こ
の
土
地
の
土

づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
。
こ
の
農
法

が
ず
っ
と
続
い
て
き
た
理
由
は
こ
れ

に
尽
き
る
の
で
は
」。
そ
う
語
る
の

は
代
々
落
ち
葉
堆
肥
農
法
を
行
う
農

家
の
10
代
目
、
島
田
喜
昭
さ
ん
。

　

高
度
経
済
成
長
後
に
減
少
し
て

い
っ
た
三
芳
の
ヤ
マ
。
そ
れ
に
伴
っ

て
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
落
ち
葉
堆

肥
農
法
を
目
の
当
た
り
に
し
、「
落

ち
葉
堆
肥
農
法
を
次
世
代
に
伝
え
た

い
」
と
、
平
成
10
年
に
上
富
の
6
↖

え
る
、
25
年
続
く
落
ち
葉
研
の
恒
例

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
2
月
に
行
っ
た
落
ち
葉
掃
き
は
熊

手
が
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
の
満
員
御

礼
。「
自
然
を
発
見
す
る
機
会
に
な
っ

て
楽
し
く
、
学
び
に
も
な
っ
た
」
と

言
う
参
加
者
。
島
田
さ
ん
も
「
参
加

者
か
ら
感
想
を
聞
い
た
り
す
る
交
流

が
楽
し
み
な
ん
で
す
」
と
笑
顔
で
話

し
ま
す
。
三
芳
伝
統
の
落
ち
葉
堆
肥

農
法
は
、
農
家
と
住
民
が
楽
し
み
な

が
ら
共
に
守
り
支
え
て
い
ま
す
。

先
人
の
お
か
げ
で

　
落
ち
葉
研
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て

は
幼
い
こ
ろ
か
ら
あ
た
り
前
の
風
景

だ
っ
た
落
ち
葉
堆
肥
農
法
。「
あ
た

り
前
の
風
景
だ
っ
た
か
ら
な
く
な
っ

た
ら
寂
し
い
、
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
ん
で
す
」と
話
す
島
田
さ
ん
。

そ
う
思
わ
せ
て
く
れ
た
の
は
、
伝
統

農
法
を
伝
え
続
け
て
き
た
先
人
達
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で
し
た
。

　
「
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
（
世
界
農
業
遺
産
）

認
定
は
、
落
ち
葉
堆
肥
農
法
を
こ
の

土
地
で
『
あ
た
り
前
』
に
な
る
ま
で
先

人
た
ち
が
や
っ
て
き
た
お
か
げ
」
と
祖

先
に
感
謝
す
る
島
田
さ
ん
。
こ
の
先
に

つ
い
て
、
こ
う
話
し
ま
す
。「
や
る
こ

と
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
。農
法
を
守
り
、

伝
え
て
、
美
味
し
い
落
ち
葉
野
菜
を

作
っ
て
い
く
こ
と
。
そ
ん
な
手
間
を
か

け
て
作
っ
た
自
慢
の
野
菜
が
評
価
し

て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
」。
■

軒
の
農
家
と
「
三
富
落
ち
葉
野
菜
研

究
グ
ル
ー
プ
（
以
下
落
ち
葉
研
）」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

守
り
、
伝
え
る

　
「
畑
一
反
に
ヤ
マ
一
反
」。
畑
に
必

要
な
堆
肥
の
量
を
示
す
言
葉
で
す
。

落
ち
葉
堆
肥
農
法
で
多
く
の
落
ち
葉

が
必
要
な
こ
と
が
窺
え
ま
す
が
、
農

家
だ
け
で
広
大
な
ヤ
マ
の
落
ち
葉
を

掃
き
集
め
る
の
は
大
変
な
作
業
。
そ

こ
で
落
ち
葉
研
が
始
め
た
の
は
、
住

民
参
加
の
落
ち
葉
掃
き
で
し
た
。

　
参
加
者
は
伝
統
農
法
を
体
験
し
て

学
び
を
得
ら
れ
、
落
ち
葉
研
は
落
ち

葉
掃
き
を
大
人
数
で
早
く
終
え
ら
れ

る
。
農
法
を
守
り
な
が
ら
魅
力
を
伝

▶�上富村地割絵図【複製・部分】
文久 3（1863）年

6/22 ㈭、FAO 現地視察の際に調査員（中央）と写真を撮る三富落ち葉野菜研究グループの 4 人。6/22 ㈭、FAO 現地視察の際に調査員（中央）と写真を撮る三富落ち葉野菜研究グループの 4 人。

◀三富落ち葉野菜研究グループのロゴ。落ち葉掃きで使うハチホンカゴとクマデが印象的。◀三富落ち葉野菜研究グループのロゴ。落ち葉掃きで使うハチホンカゴとクマデが印象的。

▲三芳の在りし日の農業風景。▲三芳の在りし日の農業風景。➊➊白菜の出荷（昭和 45 年頃）白菜の出荷（昭和 45 年頃）➋➋ヤマ掃き（昭和 45 年頃）ヤマ掃き（昭和 45 年頃）➌➌さつまいも掘り（昭和 38 年頃）さつまいも掘り（昭和 38 年頃）

【三富落ち葉野菜研究グループ
の落ち葉掃き】掃き方、カゴ
への詰め方など先人から受け
継いだ技が詰まった落ち葉掃
きをレクチャーしながら体験。
町の広報、HP で告知予定で
す。➊クチ詰めと呼ばれる詰
め方ならカゴを横に倒しても
落ち葉が出てこないためカゴ
を転がして運搬できる。❹作
業後には落ち葉野菜を使った
けんちん汁の振舞いも。

守
り
、
伝
え
て
３
６
０
年
―
―
。

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
屋
敷
、畑
地
、ヤ
マ
（
平
地
林
）、

そ
し
て
落
ち
葉
堆
肥
農
法
を
こ
れ
か
ら
も
。

畑一反にヤマ一反

島田 喜昭島田 喜昭さんさん

早川 徹早川 徹さんさん 早川 光男早川 光男さんさん

井田 和宏井田 和宏さんさん

見渡す限りの原野に一から拓かれた三
富新田は落ち葉堆肥農法に適したの農
村計画で元禄 7 年（1694）に開拓さ
れました。

農法の保全・発展と啓発、
次世代への継承を目的とし
た制度で、現在町内で 36
軒の農家が登録。落ち葉掃
きを応援する「落ち葉サポー
ター」の派遣や補助金によ
る支援を行っています。

「武蔵野の落ち葉堆肥農法」実践農業者制度 三富新田の開拓

武蔵野の落ち葉堆肥農法武蔵野の落ち葉堆肥農法
世界農業遺産推進協議会アドバイザー世界農業遺産推進協議会アドバイザー

犬井 正犬井 正さんさん（獨協大学名誉教授）（獨協大学名誉教授）

現代は化学肥料と農薬を多く投入する農業
が当たり前のようになっていますが、武蔵野
地域では、多くの農家が落ち葉堆肥を用い
て土づくりに励み、まさに自然の営みに沿っ
た農業が行われています。
落ち葉堆肥が用いられずに、化学肥料だ
けに依存すると、畑は保水性や排水性の
悪い肥料分の偏った土になり、安心で
安全な栄養豊かな農産物の生産が難しく
なっていきます。また、平地林が農業に
とって必要不可欠ではなくなり減少する
と、生物多様性を失っていくというよう
に環境の悪化にもつながります。
GIAHS 認定は、落ち葉堆肥農法の重要性を

世界が認めたことになり、日
本や世界の農や食や環境の
あり方に一石を投じることに

なると思っています。

落ち葉堆肥農法の意義落ち葉堆肥農法の意義
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